
【表紙】
 
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 北陸財務局長

【提出日】 2024年１月12日

【四半期会計期間】 第108期第３四半期（自　2023年９月１日　至　2023年11月30日）

【会社名】 株式会社大和

【英訳名】 Daiwa Co.,Ltd.

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長　　宮　二朗

【本店の所在の場所】 石川県金沢市片町二丁目２番５号

【電話番号】 （076）220-1100

【事務連絡者氏名】 経営戦略本部財務部長　　長嶋　和生

【最寄りの連絡場所】 石川県金沢市片町二丁目２番５号

【電話番号】 （076）220-1100

【事務連絡者氏名】 経営戦略本部財務部長　　長嶋　和生

【縦覧に供する場所】 株式会社大和富山店

（富山県富山市総曲輪三丁目８番６号）

株式会社大和東京駐在所

（東京都江東区木場二丁目18番11号　大丸コアビル５階）

株式会社東京証券取引所

（東京都中央区日本橋兜町２番１号）

 

EDINET提出書類

株式会社大和(E03025)

四半期報告書

 1/20



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第107期

第３四半期連結
累計期間

第108期
第３四半期連結

累計期間
第107期

会計期間

自2022年
３月１日
至2022年
11月30日

自2023年
３月１日
至2023年
11月30日

自2022年
３月１日
至2023年
２月28日

売上高 （千円） 11,302,254 11,763,823 15,852,456

経常利益 （千円） 70,499 279,142 137,833

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益又は親会社株主に帰属

する四半期純損失（△）

（千円） △16,907 417,387 70,892

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 96,663 609,212 238,131

純資産額 （千円） 3,389,129 4,139,575 3,530,518

総資産額 （千円） 27,928,197 28,264,004 27,143,694

１株当たり四半期（当期）純利益

又は１株当たり四半期純損失

（△）

（円） △3.01 74.40 12.64

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － － －

自己資本比率 （％） 12.1 14.6 13.0

 

回次
第107期

第３四半期連結
会計期間

第108期
第３四半期連結

会計期間

会計期間

自2022年
９月１日
至2022年
11月30日

自2023年
９月１日
至2023年
11月30日

１株当たり四半期純利益又は

１株当たり四半期純損失（△）
（円） △5.47 40.11

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ない。

　　　　２．第108期第３四半期連結累計期間及び第107期の潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載していない。又、第107期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１

株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載

していない。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社企業グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、

重要な変更はない。

　当第３四半期連結累計期間における、各セグメントに係る主要な関係会社の異動については次の通りである。

　（百貨店業）

　　主要な関係会社の異動はない

　（ホテル業）

　　主要な関係会社の異動はない

　（出版業）

　　主要な関係会社の異動はない

　（飲食業）

　　主要な関係会社の異動はない

　（その他）

　　第１四半期連結会計期間において、大和マネージメントサービス株式会社を設立し、連結子会社とした。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社企業グループ（当社及び連結子会社）

が判断したものである。

 

（１）業績の状況

　　　当第３四半期連結累計期間の百貨店業界は、大都市圏においては富裕層の活発な消費とインバウンド需要の回

復により好調な推移となったが、地方都市においては、顧客の節約志向の高まり等もあり本格的な回復には至ら

なかった。

　　　この期間、主力の百貨店業においては、引き続き地域では当社にしかできない「新しい商品と企画」の開発強

化に努めてきた。

　　　香林坊店においては、10月に１階化粧品コーナーに「ＰＯＬＡ」をオープン、富山店においては、食品フロア

の一部改装を進め、10月に北陸三県では初出店となる「柿安ダイニング」を導入する等、顧客要望の高いショッ

プの展開強化を図ってきた。

　　　今期取組んでいる創業100周年特別企画としては、香林坊店で開催した「四代　徳田八十吉展」、富山店で開

催した「松本明慶展」など、文化性の高い催事を開催し好評をいただいた。

　　　また、100周年を切り口として本物志向の商品開発を強化した「秋の大北海道展」については、香林坊店、富

山店ともに前年実績を大きく上回ることができた。

　　　こうした取組みにより、売上高については、概ね堅調に推移し増収となった。

　　　利益面においては、ホテル業において宿泊部門が伸び悩んだものの、百貨店業の売上高の伸長と併せてきめ細

かな経費管理に努めてきた。

　　　この結果、当第３四半期連結累計期間の連結業績は、売上高117億６千３百万円（前年同四半期増減率4.1％

増）、営業利益２億５百万円（前年同四半期増減率816.4％増）、経常利益２億７千９百万円（前年同四半期増

減率295.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益４億１千７百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属す

る四半期純損失１千６百万円）となった。

　　　また、百貨店業の業績は売上高101億９千９百万円（前年同四半期増減率3.2％増）、経常利益２億９千７百万

円（前年同四半期増減率138.0％増）となった。

　　　ホテル業の業績は売上高７億２千８百万円（前年同四半期増減率27.6％増）、経常損失１億４百万円（前年同

四半期は経常損失１億６千万円）となった。

　　　出版業の業績は売上高３億９千６百万円（前年同四半期増減率14.8％減）、経常利益１千５百万円（前年同四

半期増減率57.9％減）となった。

　　　飲食業の業績は売上高２億６千３百万円（前年同四半期増減率13.3％増）、経常利益２千８百万円（前年同四

半期増減率18.6％減）となった。

　　　その他事業の業績は売上高１億７千５百万円（前年同四半期増減率19.5％増）、経常利益は４千４百万円（前

年同四半期増減率21.9％増）となった。

　　　今後についても、引き続き「新しい商品と企画」の開発強化に取組み、地域では「大和にしかない品揃え」

「大和にしかできない企画」の実行を通じて、重点顧客層への更なる深耕と次世代顧客層の獲得に繋げていく。

 

（２）財政状態の分析

　　　当第３四半期連結会計期間末における総資産は、282億６千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ11億２

千万円増加した。

　　　負債については、241億２千４百万円となり、前連結会計年度末に比べ５億１千１百万円増加した。

　　　純資産については、41億３千９百万円となり、前連結会計年度末に比べ６億９百万円増加した。
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　　（３）会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定

　　　前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の

分析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載において重要な変更はない。

 

（４）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　　　当第３四半期連結累計期間において、当社企業グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題につい

て重要な変更はない。

 

（５）研究開発活動

　　　該当事項なし

 

 

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はない。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 16,000,000

計 16,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年11月30日）

提出日現在発行数（株）
（2024年１月12日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 6,003,400 6,003,400
東京証券取引所

スタンダード市場

単元株式数

100株

計 6,003,400 6,003,400 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　　　　　　該当事項なし

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　　該当事項なし

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

        　 該当事項なし

 

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数

（千株）

発行済株式
総数残高

（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金
残高
（百万円）

2023年９月１日～

2023年11月30日
－ 6,003 － 100 － 1,151

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はない。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、実質株主が把握できず、記載することができないの

で、直前の基準日である2023年８月31日現在で記載している。

①【発行済株式】

    2023年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 393,500 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 5,549,100 55,491 －

単元未満株式 普通株式 60,800 －
１単元（100株）

未満の株式

発行済株式総数  6,003,400 － －

総株主の議決権  － 55,491 －

 

 

②【自己株式等】

    2023年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社大和
金沢市片町二丁

目２番５号
393,500 － 393,500 6.55

計 － 393,500 － 393,500 6.55

（注）当第３四半期会計期間末現在の自己株式数は393,748株である。

 

 

２【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はない。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成している。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2023年９月１日から2023

年11月30日まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年３月１日から2023年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、太陽有限責任監査法人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,380,991 2,130,416

受取手形及び売掛金 1,942,691 2,691,051

商品及び製品 1,389,127 1,566,278

仕掛品 16,067 44,935

原材料及び貯蔵品 42,215 44,108

その他 442,573 665,251

貸倒引当金 △17,877 △17,377

流動資産合計 6,195,789 7,124,663

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 23,652,351 23,905,798

減価償却累計額及び減損損失累計額 △16,165,358 △16,600,033

建物及び構築物（純額） 7,486,993 7,305,764

機械装置及び運搬具 782,646 750,177

減価償却累計額 △755,985 △723,571

機械装置及び運搬具（純額） 26,661 26,606

土地 8,265,239 8,265,239

その他 1,732,997 1,765,106

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,259,235 △1,319,986

その他（純額） 473,762 445,119

有形固定資産合計 16,252,656 16,042,730

無形固定資産   

施設利用権 1,572 1,572

ソフトウエア 41,979 44,322

ソフトウエア仮勘定 10,120 183,455

無形固定資産合計 53,672 229,350

投資その他の資産   

投資有価証券 2,244,361 2,495,640

差入保証金 5,634,313 5,605,269

繰延税金資産 154,158 130,547

その他 103,744 100,802

貸倒引当金 △3,495,000 △3,465,000

投資その他の資産合計 4,641,576 4,867,260

固定資産合計 20,947,905 21,139,341

資産合計 27,143,694 28,264,004
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(2023年11月30日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 2,643,794 2,923,193

契約負債 4,732,573 4,585,661

短期借入金 5,399,016 4,938,958

未払法人税等 28,862 21,614

商品券 785,038 750,922

預り金 2,651,376 2,755,691

賞与引当金 68,500 106,100

商品券等回収損失引当金 239,203 223,004

その他 859,761 1,406,036

流動負債合計 17,408,125 17,711,181

固定負債   

長期借入金 3,321,537 3,423,364

繰延税金負債 799,505 866,771

再評価に係る繰延税金負債 353,427 353,427

退職給付に係る負債 1,361,925 1,402,860

資産除去債務 151,566 154,068

その他 217,089 212,754

固定負債合計 6,205,050 6,413,247

負債合計 23,613,175 24,124,428

純資産の部   

株主資本   

資本金 100,000 100,000

資本剰余金 1,595,438 1,595,438

利益剰余金 1,078,092 1,495,479

自己株式 △595,165 △595,320

株主資本合計 2,178,365 2,595,597

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 475,566 666,320

土地再評価差額金 871,201 871,201

退職給付に係る調整累計額 5,385 6,456

その他の包括利益累計額合計 1,352,153 1,543,978

純資産合計 3,530,518 4,139,575

負債純資産合計 27,143,694 28,264,004
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年３月１日
　至　2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年11月30日)

売上高 11,302,254 11,763,823

売上原価 5,442,366 5,629,560

売上総利益 5,859,887 6,134,262

販売費及び一般管理費 5,837,414 5,928,319

営業利益 22,472 205,943

営業外収益   

受取利息 1,428 2,680

受取配当金 42,575 36,551

受取賃貸料 79,517 79,539

長期未回収商品券 310,408 341,355

助成金収入 49,241 2,856

持分法による投資利益 1,188 3,243

その他 7,882 58,645

営業外収益合計 492,242 524,872

営業外費用   

支払利息 89,128 90,476

減価償却費 80,258 79,917

商品券等回収損失引当金繰入額 89,455 89,780

旧商品券回収 131,588 148,999

その他 53,786 42,500

営業外費用合計 444,216 451,673

経常利益 70,499 279,142

特別利益   

投資有価証券売却益 － 169,500

貸倒引当金戻入額 30,000 30,000

固定資産売却益 － 10,000

特別利益合計 30,000 209,500

特別損失   

固定資産除却損 832 9,523

投資有価証券評価損 2,778 7,990

特別損失合計 3,610 17,513

税金等調整前四半期純利益 96,888 471,128

法人税、住民税及び事業税 32,491 30,136

法人税等調整額 81,305 23,605

法人税等合計 113,796 53,741

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,907 417,387

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△16,907 417,387
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2022年３月１日
　至　2022年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2023年３月１日
　至　2023年11月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △16,907 417,387

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 113,933 190,753

退職給付に係る調整額 △362 1,070

その他の包括利益合計 113,571 191,824

四半期包括利益 96,663 609,212

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 96,663 609,212

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　　　　(1) 連結の範囲の重要な変更

　　　　　　第１四半期連結会計期間において、大和マネージメントサービス株式会社を設立したため、連結子会社に含

めている。

 

（会計方針の変更）

　　　　　該当事項なし

 

（会計上の見積りの変更）

　　　該当事項なし

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

　　　　　該当事項なし

 

（四半期連結貸借対照表関係）

　　　　　該当事項なし

 

（四半期連結損益計算書関係）

　　　　　該当事項なし

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　　　　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成していない。なお、第３四半期連

結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2022年３月１日
至 2022年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2023年３月１日
至 2023年11月30日）

減価償却費 573,696千円 518,467千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年11月30日）

配当に関する事項

（１）配当金支払額

　　　　　　　　該当事項なし

 

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項なし

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年11月30日）

配当に関する事項

（１）配当金支払額

　　　　　　　　該当事項なし

 

（２）基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期

間の末日後となるもの

　　　該当事項なし
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 百貨店業 ホテル業 出版業 飲食業 計

売上高          

(1）外部顧客

への売上高
9,886,409 571,269 464,970 232,813 11,155,462 146,791 11,302,254 － 11,302,254

(2）セグメン

ト間の内部売

上高又は振替

高

5,698 28,551 － － 34,250 184,891 219,141 △219,141 －

計 9,892,108 599,820 464,970 232,813 11,189,712 331,682 11,521,395 △219,141 11,302,254

セグメント利益

又は損失（△）
125,167 △160,688 37,301 34,771 36,551 36,448 72,999 △2,500 70,499

　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷業他を行っている。

　　　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,500千円は、セグメント間取引消去である。

　　　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項なし

 

 

 

EDINET提出書類

株式会社大和(E03025)

四半期報告書

14/20



Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年11月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円）

 報告セグメント

その他

（注）１
合計

調整額

（注）２

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）３
 百貨店業 ホテル業 出版業 飲食業 計

売上高          

(1）外部顧客

への売上高
10,199,581 728,695 396,338 263,734 11,588,350 175,472 11,763,823 － 11,763,823

(2）セグメン

ト間の内部売

上高又は振替

高

2,270 38,561 － － 40,832 181,904 222,736 △222,736 －

計 10,201,852 767,257 396,338 263,734 11,629,183 357,376 11,986,560 △222,736 11,763,823

セグメント利益

又は損失（△）
297,938 △104,739 15,713 28,292 237,204 44,438 281,642 △2,500 279,142

　　　（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷業他を行っている。

　　　　　　２．セグメント利益又は損失（△）の調整額△2,500千円は、セグメント間取引消去である。

　　　　　　３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整を行っている。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　該当事項なし

 

　　　　　３．報告セグメントの変更等に関する事項

　　　　　　　　前第４四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「飲食業」について、量的な重要性が

　　　　　　　増したため報告セグメントとして記載する方法に変更している。

　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを記

載している。

 

 

EDINET提出書類

株式会社大和(E03025)

四半期報告書

15/20



（収益認識関係）

　顧客との契約から生じる収益を分解した情報

　前第３四半期連結累計期間（自　2022年３月１日　至　2022年11月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

百貨店業 ホテル業 出版業 飲食業 計

顧客との契

約から生じ

る収益

9,892,108 599,820 464,970 232,813 11,189,712 331,682 11,521,395

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

△5,698 △28,551 － － △34,250 △184,891 △219,141

外部顧客へ

の売上高
9,886,409 571,269 464,970 232,813 11,155,462 146,791 11,302,254

（注）「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷業他を行っている

 

 

　当第３四半期連結累計期間（自　2023年３月１日　至　2023年11月30日）

（単位：千円）

 
報告セグメント その他

（注）
合計

百貨店業 ホテル業 出版業 飲食業 計

顧客との契

約から生じ

る収益

10,201,852 767,257 396,338 263,734 11,629,183 357,376 11,986,560

セグメント

間の内部売

上高又は振

替高

△2,270 △38,561 － － △40,832 △181,904 △222,736

外部顧客へ

の売上高
10,199,581 728,695 396,338 263,734 11,588,350 175,472 11,763,823

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、印刷業他を行っている

　　　２．　前第４四半期連結会計期間より、従来「その他」に含まれていた「飲食業」について、量的な重要性

が増したため報告セグメントとして記載する方法に変更している。

　　　　　　なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報については、変更後の区分により作成したものを

記載している。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失及び算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2022年３月１日
至　2022年11月30日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2023年３月１日
至　2023年11月30日）

　１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期

　純損失（△）
△3円01銭 74円40銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社

株主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△16,907 417,387

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純損失（△）（千円）

△16,907 417,387

普通株式の期中平均株式数（株） 5,610,306 5,609,823

　（注）前第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、１株当たり四半期純損失であ

り、また、潜在株式が存在しないため記載していない。又、当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載していない。

 

 

（重要な後発事象）

　　2024年１月１日に発生した能登半島地震による当社企業グループへの影響については、四半期報告書提出日現

在では営業設備等に重大な被害は発生していない。しかしながら今後の余震等の状況次第では、当社企業グルー

プの財政状態及び経営成績に影響を及ぼす可能性がある。

 

 

 

２【その他】

　　該当事項なし
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2024年１月12日

株式会社大和

取締役会　御中

 

太陽有限責任監査法人

北陸事務所

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 尾川　克明　　㊞

 

 
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員

 公認会計士 南波　洋行　　㊞

 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社大和の

2023年３月１日から2024年２月29日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2023年９月１日から2023年11月30日

まで）及び第３四半期連結累計期間（2023年３月１日から2023年11月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、すなわち、

四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社大和及び連結子会社の2023年11月30日現在の財政状態及び同

日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要な点にお

いて認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。
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四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講じて

いる場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 

以　上

 

　（注）　１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

　　　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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